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　日本列島には第四紀の火山活動によってもたらされた
多くの降下火砕堆積物（テフラ）が存在する。このなか
には日本列島全域を覆うような広域テフラも認められ
る。これらのテフラは台地や段丘上に堆積し，地形編年
のうえで，有効な示標となっている。なかでも九州南部
に給源をもつ鬼界一アカホヤ火山灰（約6，300年前），姶
良Tn火山灰（約22，000年前），阿蘇4火山灰（70，
000～90，000年前），鬼界一葛原火山灰（75，000～95，000
年前），阿多火山灰（85，000～105，000年前），阿蘇3火山
灰（105，000～125，000年前），阿多鳥浜火山灰（230，
000～250，000年前），加久藤火山灰（300，000～320，000年
前）などは偏西風により本州を広く覆っている。これら
の示標テフラについて，次の地域で調査を行い，地域テ
フラとの層位関係から明らかになったことを記載する。
1）伊豆諸島：八丈島において姶好Tn火山灰との層位
関係から，東山火山（三原山）の形成過程が約25，000年
前までさかのぼることが明らかに出来た。これ以降，東
山火山には3回のカルデラ形成期があった。また，東山
火山のテフラ累層中に鬼界一アカホヤ火山灰が発見出来
たことから，山頂カルデラの形成が少なくとも6，000～7，
000年前には終了していたことが明らかになった。伊豆大
島では古期大島層群中に鬼界一アカホヤ火山灰が認めら
れ，ここではテフラ累層中の縄文時代早期の遺物との層
位関係が明らかになった。
2）房総半島・下総台地：これらの地域では，姶良Tn火
山灰より古い示標テフラは，下総層群中に水成堆積層と
して認められるはずである。しかし，阿蘇4火山灰が下
末吉ローム層中に報告されている以外，まだこれらの九
州起源のテフラは発見されていない。しかし，下総層群
中からは，遠来と考えられる火山ガラスを主体とするテ
ラフ試料を採取してあり，今後，分析を進める。
3）男鹿半島：ここでは海岸段丘を構成する海成層（安
田層）中に阿蘇4火山灰が漂着軽石として認められる。
このほか阿蘇3火山灰や北海道の洞爺カルデラ起源のテ
ラフ，中国地方からの三瓶木次軽石も識別されており，
研究対象として重要な地域である。
